
【添付資料】 

 

【製品の仕様】 

・「ETERNUS LT270」テープライブラリ 

*1 テープドライブ数によって収納巻数が異なりますのでご留意下さい。 

*2 データを1/2に圧縮した場合の値です。 

*3 CASはCartridge Access Stationの略称です。 

*4 テープ暗号化装置は1ドライブあたり1台必要です。 

*5 LT270単体構成における、ドライブ数最大構成時の値です。媒体の質量、およびテープ暗号化装置の質量は含みません。 

 

 

 

サポートサーバ 

基幹IAサーバ PRIMEQUEST、UNIXサーバ PRIMEPOWER、 

UNIXサーバ 富士通S series、IAサーバ PRIMERGY、 

Sun Fire、Sun Enterprise、各社IAサーバ、HP9000 series、Integrity、

IBM RS/6000 series、p Series 

  

バックアップソフトウェア 
BrightStor ARCserve Backup r11.1、NetVault 7、NetWorker7.x、 

Softek Backup TSM Edition EE 5.x、Softek Backup TSM Edition EE V5.0

 

 LT270 
収納巻数 114～709(*1) 

Ultrium3  

カートリッジテープ(*2) 
91.2TB～567.2TB 

バックアップ容量 
Ultrium2  

カートリッジテープ(*2) 
45.6TB～283.6TB 

キャビネット数 1 

ロボット数 2 

CAS 部巻数(*3) 10×2 

テープドライブ数 2～20 
搭載コンポーネント 

テープ暗号化装置数 最大 16 台(*4) 

転送速度(*2) 160MB/秒 Ultrium3 

ドライブ 記憶容量(*2) 800GB/巻 

転送速度(*2) 70MB/秒 
テープドライブ仕様 

Ultrium2 

ドライブ 記憶容量(*2) 400GB/巻 

ホストインターフェース ファイバーチャネル 

外形寸法（W×D×H）mm 

780×1270×1980 （LT270 単体） 

970×1270×1980（テープ暗号化装置搭載キャビネット 1台連結時）

1160×1270×1980（テープ暗号化装置搭載キャビネット 2台連結時）

最大質量（kg）(*5)  670 


